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「きらにこ」の成果、収穫しました！！ 
 

本日 3月 23日（月）、無事に３学期終業式を終え、令和７年度も残すところ「第 79回卒

業証書授与式」のみとなりました。この 205日間、子どもたちに大きな事故がなく今日を迎え

られたことに感謝の気持ちでいっぱいです。 

地域の皆様には、学校の会計処理の問題で多大なるご心配をおかけしましたことを改めて深

くお詫び申し上げます。皆様に温かく見守り、力強く支えていただいたおかげで、学校として

一歩前進することができました。本当にありがとうございました。 

今年度を振り返りますと、正規の授業はもちろん、チャレンジタ

イムや部活動を通じ、子どもたちの体作りと心の成長を目指した一

年でした。チャレンジタイムで走り終えた低学年の子に、「もう一

周行ってきてもいいんだよ」と声をかけると、上級生に負けたくな

い一心からか「もう一周行ってく

る！」と力強く駆け出していった姿

が目に浮かびます。1.5kmのマラソ

ンコースは決して楽なものではあり

ませんが、「走りたくない」という

言葉は一度も聞きませんでした。心

ではそう思っていても口には出さな

い、そんな強さとプライド、そして

「鐙島魂」を感じました。 

「『きらにこ』でいこう」を合言葉に歩んできた一年の締めく

くりは、一人一人が目標としたクロスカントリースキー大会でし

た。地区民スキー大会では、１～４年生が練習の成果を存分に発

揮し、親善スキー大会、市民スキー大会、県

小学校スキー大会では、５・６年生が高いレ

ベルの競技に挑みました。さらに、５名が選

ばれた全国大会では、２名が日本一！！（全

国制覇！！）という快挙を成し遂げました。

これらすべて成果は、保護者、地域の皆様か

らの物心両面にわたる支えがあったからこそ

です。心より感謝申し上げます。来年度も引

き続き、鐙島小学校へのご理解とご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

鐙島小だより

女子 2.5kmクラシカル 

男子 2.5kmフリー 
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２月 27日（金）にグリーンピア津南

スキー場に行ってきました。クロスカン

トリースキーでは、上り坂をがんばりま

すが、アルペンスキーでは下り坂をがん

ばります。当日は天候にも恵まれ、急斜

面から緩やかな斜面まで、バリエーショ

ン豊かなコースをたくさん滑ることがで

きました。風を切って滑る皆の表情は笑

顔でいっぱいで、まさに雪国なら

ではのスポーツだと実感しまし

た。ボランティアの皆さん、本当

にありがとうございました。 

３月 13日（金）

「スキー支援者に感

謝する会」と「六年生を送る会」が開かれました。

感謝する会では、スキー部の部長と副部長が支援者

の方々へ向けた感謝の言葉を述べました。その後の

六送会は５年生が中心となって企画・運営を担当。

一人一人の入場紹介や縦割り班でのゲームが行わ

れ、全校児童の仲の良さがにじみ出る、温かい会と

なりました。 

卒業生５名 イッテ Qとともに・・・ 

縦割り班ゲーム 

六年生へのエール 

六年生を送る会 

雑巾を寄贈していただきました！！ 

 更生保護女性会（更女の会）の皆様から、雑

巾を寄贈していただきました。更女の会は、地

域社会から犯罪や非行をなくし、立ち直りを支

援する女性のボランティア団体です。雑巾は今

後、校舎の美化活動に活用させていただきま

す。ありがとうございました。 

感謝の言葉 


